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管内地震活動図の図表の見方 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［１頁目］ 震央分布図 

 
 

＜令和 2 年 2 月＞          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

管内地震活動図は、①平常時の地震活動の把握、②地震活動に関する理解向上、③顕

著な地震活動等が発生した場合の情報補完を主な目的として、毎月上旬に前月分の管内

における地震活動をまとめて発表しています。 
資料の構成は、１頁目が『震央分布図と概況』、２頁目が『断面図』、３頁目が『管内

で震度１以上を観測した地震の表』です。ただし、震度１以上を観測した回数によって

は４頁以降も表を掲載することがあります。 
実際に発表した資料に吹き出しを付けて見方の解説をしていますので、管内地震活動

図をご利用の際、参考にしてください。 

南海トラフの位置を表示 

概況にコメントを記述した

地震に吹き出しを付加 

領域内で震源決定した 

地震の回数を表示 

震源の深さをシンボル 

の色と形で表示 

 

凡例区切り： 

  0km≦○＜30km 

 30km≦□＜80km 

      （中略） 

300km≦▽≦700km 

地震の規模 

（M：マグニチュード）を 

シンボルの大小で表示 
 

ただし、個々のシンボルの

とり得る値の範囲は、シン

ボルの下側の数値以上、上

側の数値未満 

期間（１ヶ月）を表示 

このシンボルは 

M8.0≦○＜M9.0 

面的に地震活動の概観を把握するために、地図上に

地震が発生した場所（震央）を表示した図 

震央とは、震源直上の地表面での位置を指し、震源とは地球

内部で岩石破壊が開始したポイントで、一般的には深さがある 

マグニチュードが0.5以上の

人が揺れを感じないような

小さな地震から表示 
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［１頁目］ 概況 
 
 

＜令和 2 年 1 月＞          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜平成 26 年 6 月＞          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜平成 28 年 4 月＞          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

最初の段落には、基本項目に関する内容を記載 

・管内で震度１以上を観測した地震の回数 

・管内で震度３以上を観測した地震の回数 

それぞれについて、前月の回数も併記 

図の範囲外において顕著な地震があった場合は、 

コメントを付ける場合もある 

・平成 28 年４月： 「平成 28 年(2016 年)熊本地震」 

・令和元年７月：  「奄美大島北西沖の地震」 

二段落目以降に「主な地震活動」 

について、個別に簡単な説明を記載 

「主な地震活動」としての記載目安 

・期間内に管内で震度３以上を観測した地震 

ただし、震度３以上を観測した地震がない場合は、 

最大震度を観測した地震を記載 

また、候補が多数ある場合は、規模や過去の活動や 

社会的に影響があると思われる地震を優先 

・まとまった地震活動があった場合 （例：平成 26 年６月） 

「主な地震活動」として、複数の地震

を扱う場合もある 
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［２頁目］ 断面図 
 

＜平成 26 年 7 月＞          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① フィリピン海プレートの沈み込む

方向に３つの領域を設定 

② 左が北西側、右が南東側となる断面で見ると、 

水色の点線に沿うような地震活動が見えてくる 

この地震活動は、フィリピン海プレート内部で発

生する地震に対応しており、プレートの沈み込む

角度が a～c 領域によって異なる様子がわかる 

（実際の資料には点線を付加していません） 

③ 地殻内で発生した地震の状況も見え、 
和歌山県北部に微小地震の数が多い 

こともわかる 

領域は固定 
各領域の長軸方向の断面図 

深さ方向についての地震活動を把握するために、震央分布

図内に領域を指定し、その側線で深さ断面に投影した図 
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［３頁目］ 大阪管内で震度１以上を観測した地震の表 
 
 

＜令和 2 年 4 月＞          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   中略） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜平成 28 年 4 月＞ 
 
 
 

緯度経度は、度分表記 （分は 0.1 分単位） 

先頭行は震源要素と最大震度 

個々の震央の含まれる領域によって、 

次頁の図の震央地名を用いる 

２行目以降は、府県ごとの震度を大きい順に、 

震度１以上を観測した全地点名を記載 

「暫定値」とは、地震発生直後に発表される情報で使用す

る「速報値」よりも数多くの地震観測点のデータを使用して

計算し、震源の位置やマグニチュードの精度を高めた値 

※ 後日、「暫定値」についてさらに精査を行い、「気象庁地

震・火山月報（カタログ編）」に「確定値」として公表 

個々の地震は 

横罫線で区切り 

この注釈が付く場合もあります 
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【 参考 】 近畿地方とその周辺の震央地名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


